
１
．
は
じ
め
に

　

江
戸
末
期
以
降
、
ア
イ
ヌ
語
は
急
速
に
衰
退
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
上

野
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た1
★

。

ア
イ
ヌ
語
の
母
語
話
者
が
減
少
し
た
背
景
に
は
、
歴
史
的
な
要
因
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
半
か
ら
の
松
前
藩
お
よ
び
幕
府
の
蝦
夷

地
経
営
や
明
治
時
代
以
降
の
北
海
道
開
拓
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
に
は
ア
イ
ヌ
語
は
「
極
め
て
深
刻
」
な
危
機
言
語
に
位
置
付
け
ら

れ
た
。
同
時
に
、
ア
イ
ヌ
語
を
母
語
と
し
て
い
た
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
事

実
上
の
、
ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
の
二
重
話
者
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
生
じ
た
二

重
話
者
に
よ
る
日
本
語
の
音
声
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
音
律
・
語
彙
・
語
法
な
ど

の
特
徴
に
つ
い
て
は
小
野2
★

、
菅3
★

、
丹
菊4
★

な
ど
が
報
告
し
た
。
そ
も
そ
も
音

声
そ
の
も
の
は
極
め
て
揮
発
性
が
高
い
。
当
時
、
希
少
と
な
り
か
つ
高
齢
化
し

て
い
た
ア
イ
ヌ
語
話
者
の
音
声
テ
キ
ス
ト
や
、
話
者
が
駆
使
す
る
日
本
語
音
声

テ
キ
ス
ト
を
記
録
す
る
こ
と
の
学
術
的
緊
急
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
あ

ら
た
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い5
★

。
一
方
、
筆
記
資
料
は
、
音
声
に
比
べ
る

と
揮
発
性
は
低
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
、
当
該
資
料
的
価
値
を
決
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
ア
イ
ヌ
日
本
語
二
重
話
者
が
日
本
語
に
よ
り
筆
記
し
た
文
書
に

関
す
る
研
究
は
、
む
し
ろ
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
、
音
声
テ

キ
ス
ト
ほ
ど
資
料
収
集
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
か
つ
、
当
該

筆
記
資
料
に
関
す
る
分
析
が
十
全
に
実
施
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
ア
イ
ヌ
口
承
テ
キ
ス
ト
（
つ
ま
り
音
声
に
基
づ
く
テ
キ
ス
ト
）

に
は
し
ば
し
ば
キ
ア
ス
ム
ス
（chiasm

us

）
構
造
が
み
と
め
ら
れ
る6
★

。
こ
う

し
た
音
声
に
基
づ
く
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
当
該
構
造
の
出
現
は
、
口
承
と
い
わ

れ
る
い
わ
ゆ
る
一
連
の
文
芸
的
資
料
の
み
に
み
と
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

大
喜
多
　
紀
明

知
里
幸
惠
「
日
記
」
に
お
け
る
キ
ア
ス
ム
ス
の
使
用

̶
ア
イ
ヌ
の
心
性
に
起
因
す
る
修
辞
技
法
が
日
本
語
構
文
に

　
　
浸
透
し
た
事
例
と
し
て

[Note]
Ohgita Noriaki
� e use of chiasmus in the “diary” of Yukie 
Chiri : As an example of distinctive Ainu 
rhetorical techniques permeating into 
Japanese syntax
(Received 15 March 2024)
A Noon of Liberal Arts, No. 13, 2025

❻Note
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例
え
ば
、
ア
イ
ヌ
話
者
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
談
話
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
当
該

構
造
が
頻
用
さ
れ
て
き
た7
★

。
さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
語
日
本
語
二
重
話
者
が
駆
使

す
る
日
本
語
に
よ
る
談
話
テ
キ
ス
ト8
★

や
筆
記
テ
キ
ス9
★

ト
に33★
お
い
て
も
、
当

該
構
造
の
使
用
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

一
方
、
一
般
的
な
日
本
語
で
は
、
談
話
や
筆
記
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
キ
ア

ス
ム
ス
の
使
用
が
構
文
上
に
頻
繁
に
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
報
告
は
な

い
。
こ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
非
ア
イ
ヌ
で
あ
る
日
本
人
の
構
文
で
は
、
キ
ア
ス

ム
ス
の
使
用
が
さ
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
議
論
の
前
提
と
す
る

こ
と
に
す
る
。

　

大
喜
多
は
、
ア
イ
ヌ
語
話
者
の
ア
イ
ヌ
語
構
文
に
お
け
る
キ
ア
ス
ム
ス
の
使

用
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
心
性
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
か
つ
、
ア
イ
ヌ
語
日
本

語
二
重
話
者
が
駆
使
す
る
日
本
語
に
キ
ア
ス
ム
ス
構
造
が
出
現
し
た
理
由
が
、

構
文
構
造
へ
の
、
ア
イ
ヌ
の
心
性
の
浸
透
に
よ
る
と
の
仮
説
を
提
示
し
た33★
。

本
稿
の
目
的
は
、か
か
る
仮
説
の
蓋
然
性
を
検
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
お
、

本
稿
で
は
、
ア
イ
ヌ
で
あ
る
知
里
幸
惠
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
知
里
」
と
呼
ぶ
）

の
筆
記
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
日
記
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
る
検
証
を
実
施
す
る
こ

と
に
す
る
。
知
里
は
一
九
〇
三
年
に
生
ま
れ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
女
性
で
あ
り
、

ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
の
二
重
話
者
で
あ
る3★★
。

２
．
キ
ア
ス
ム
ス

M
cC

oy

は
、
キ
ア
ス
ム
ス
が
古
代
文
学
や
弁
論
な
ど
で
し
ば
し
ば
使
用
さ

れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た3★★
。

  C
hiasm

us (or chiasm
) is an im

portant structural device/form
 

com
m

only found in ancient literature and oratory, both secular and 

sacred.

キ
ア
ス
ム
ス
は
、
一
般
的
に
は
、
二
組
以
上
の
同
義
的
あ
る
い
は
対
義
的
に
対

応
す
る
単
語
、
フ
レ
ー
ズ
、
ま
た
は
構
文
の
単
位
間
で
、
下
記
の
よ
う
な
反
転

構
造
を
持
つ
形
式
を
指
す
。

Ａ
↓
Ｂ
↓
・
・
・
↓
（
Ｘ
）
↓
・
・
・
↓
Ｂ̓
↓
Ａ̓

こ
こ
で
、
Ｘ
は
キ
ア
ス
ム
ス
の
構
造
上
の
中
央
に
配
置
さ
れ
た
対
応
を
持
た
な

い
要
素
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
キ
ア
ス
ム
ス
に
よ
っ
て
は
、
か
か
る
Ｘ
を
持
つ

場
合
と
持
た
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

単
語
レ
ベ
ル
の
キ
ア
ス
ム
ス
の
事
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
渡
辺
は
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
一
一
九
番
の
三
行
目
「A

pplying 

①fears to 

②

hopes, and 

②̓hopes to 

①̓fears

」（
下
線
と
丸
数
字
は
筆
者
に
よ
る
）
が
キ

ア
ス
ム
ス
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た33★
。
こ
の
場
合
、
下
記
の
よ
う
な
図
式
が

成
立
す
る
。

①　

fears

　

②　

hopes

②ʼ

hopes
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①ʼ

fears

つ
ま
り
、
①
と
①̓
が
対
を
構
成
し
、
②
と
②̓
が
対
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
素
の
対
が
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
二
組
以
上
の
対
が
同

心
円
状
に
配
列
し
た
構
造
を
本
稿
で
は
「
キ
ア
ス
ム
ス
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
キ
ア
ス
ム
ス
を
構
成
す
る
①
と
①̓
の
よ
う
な
要
素
の
対
を
、
本
稿
で
は

「
要
素
対
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
松
村
は
、
キ
ア
ス
ム
ス
が
出
現
す
る
文
体
事
象
の
分
野
を
網
羅
的
に

紹
介
し
た32★
。
松
村
が
示
し
た
分
野
は
、
聖
書
学
、
西
洋
古
典
学
、
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
、
ウ
ガ
リ
ッ
ト
、
ゲ
ル
マ
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ラ
ン
、
ア
ラ
ブ
、
中
国
、

日
本
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
に
関
連
し

松
村
が
紹
介
し
た
文
献
は
、
大
林32★
や
マ
セ32★
に
よ
る
古
事
記
と
大
喜
多
に
よ

る
ア
イ
ヌ
口
承
に
つ
い
て32★
で
あ
り
、
一
般
の
日
本
語
に
よ
る
、
個
人
的
に
筆

記
し
た
日
記
や
談
話
な
ど
に
キ
ア
ス
ム
ス
が
み
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
は
な
い
。

　

一
方
、
キ
ア
ス
ム
ス
と
は
異
な
り
、
構
造
上
の
前
半
と
後
半
の
配
列
が
反
転

せ
ず
、
並
列
状
に
配
列
し
た
構
造
を
、
本
稿
で
は
「
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

Ａ
↓
Ｂ
（
↓
・
・
・
↓
Ｎ
）
↓
Ａ̓
↓
Ｂ̓
（
↓
・
・
・
↓
Ｎ̓
）

こ
こ
で
、パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る
要
素
の
対
に
つ
い
て
も
、本
稿
で
は
「
要

素
対
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
例
え
ば
、
吉
川
は
、
旧
約
聖
書
の
イ
ザ
ヤ
書
一

章
三
節
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
を
紹
介
し
た32★
。

Ein O
chse kennt seinen H

errn　
　
　
　
　

牛
は
飼
い
主
を
知
り

und ein Esel die K
rippe seines H

errn; 　
　

ろ
ば
は
主
人
の
飼
い
葉
桶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

知
っ
て
い
る
。

aber Israel kennt’s nicht,　
　
　
　
　

し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
知
ら
ず

und m
ein Volk vernim

m
t’s nicht.　

　
　
　

わ
た
し
の
民
は
見
分
け
な
い
。

『
イ
ザ
ヤ
書
』
一
：
三

こ
こ
で
の
一
行
目
と
二
行
目
、
三
行
目
と
四
行
目
は
そ
れ
ぞ
れ
並
列
状
に
配
列

し
て
お
り
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

３
．
先
行
研
究

　

ア
イ
ヌ
語
を
母
語
と
す
る
話
者
の
ア
イ
ヌ
語
に
よ
る
談
話
に
キ
ア
ス
ム
ス
が

み
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
先
行
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

◆
談
話
テ
キ
ス
ト
〈
ア
イ
ヌ
語
〉

　
　

鳩
沢
ワ
テ
ケ
の
発
話
（
日
常
会
話
）★3★

　
　

鳩
沢
ふ
じ
の★3★
の
発
話
（
挨
拶
口
上
）★★★

　
　

平
賀
サ
ダ
モ
の
発
話
（
日
常
会
話
）★★★

　
　

二
谷
善
之
助
の
発
話
（
挨
拶
口
上
）★3★
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こ
こ
で
、
平
賀
サ
ダ
モ
の
発
話
（
日
常
会
話
）
に
み
と
め
ら
れ
る
キ
ア
ス
ム
ス

を
例
示
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
平
賀
サ
ダ
モ
の
発
話
部
分
の
引
用
で
あ

る★2★
。
な
お
、
原
文
は
田
村
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り★2★
、
引
用
文

中
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
お
よ
び
下
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

「
え
え
。
そ
れ
か
ら
今
日
、
今
か
ら
、
Ａ
あ
な
た
は
行
っ
て
本
当
に
、
病
人

を
（
あ
な
た
は
手
、
手
…
）
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
り
と
も
し
て
、
Ｂ
病
人
が
そ

の
病
気
が
よ
く
な
っ
て
、
そ
の
こ
と
、
で
あ
な
た
が
厚
遇
さ
れ
、 

Ｃ
「
こ
の

よ
う
に
生
か
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
よ
」
と
、
Ｃ’
本
当
に
よ
く
感
謝
さ

れ
る
よ
う
に
、
一
所
懸
命
に
な
っ
て
、
Ｂ’
病
人
を
、
よ
く
治
す
よ
う
に
と
、

神
様
に
も
守
護
を
祈
っ
て
、
Ａ’
い
い
具
合
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
り
と
も
、
し

よ
う
と
思
い
な
さ
い
！
」

こ
の
引
用
部
分
に
対
す
る
キ
ア
ス
ム
ス
は
下
記
の
通
り
で
あ
る★2★
。

Ａ　

あ
な
た
は
行
っ
て
本
当
に
、病
人
を
（
あ
な
た
は
手
、手
…
）
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
り
と
も
し
て

　

Ｂ　

病
人
が
そ
の
病
気
が
よ
く
な
っ
て

　
　

Ｃ　
「
こ
の
よ
う
に
生
か
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
よ
」

　
　

Ｃ’　

本
当
に
よ
く
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に

　

Ｂ’　

病
人
を
、
よ
く
治
す
よ
う
に
と
、
神
様
に
も
守
護
を
祈
っ
て

Ａ’　

い
い
具
合
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
り
と
も

こ
の
キ
ア
ス
ム
ス
で
は
、
Ａ
と
Ａ’
は
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
が
、
Ｂ
と
Ｂ’
は
「
病
人

の
治
癒
」
が
、
Ｃ
と
Ｃ’
は
「
感
謝
」
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
対
応

関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
ア
イ
ヌ
語
に
は
文
字
が
な
い
た
め
、
ア

イ
ヌ
語
話
者
に
よ
る
ア
イ
ヌ
語
の
筆
記
テ
キ
ス
ト
は
存
在
し
な
い★2★
。

　

ア
イ
ヌ
語
日
本
語
二
重
話
者
が
駆
使
す
る
日
本
語
構
文
を
キ
ア
ス
ム
ス
の
観

点
か
ら
調
査
し
た
先
行
研
究
に
は
以
下
に
示
す
も
の
が
あ
る
。

◆
談
話
テ
キ
ス
ト
〈
日
本
語
〉

　
　

黒
川
セ
ツ
の
発
話★2★

　
　

萱
野
茂
の
発
話★3★

　
　

杉
村
満
の
発
話★3★

◆
筆
記
テ
キ
ス
ト
〈
日
本
語
〉

　
　

知
里
幸
惠
の
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
序
」★3★

　
　

知
里
幸
惠
の
日
記★3★

以
上
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
検
証
し
た
す
べ
て
の
ア
イ
ヌ
語
日
本
語
二
重
話

者
の
日
本
語
談
話
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
日
本
語
筆
記
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
キ
ア
ス

ム
ス
の
使
用
が
み
と
め
ら
れ
た★3★
。
な
お
、
こ
う
し
た
一
連
の
報
告
は
、
あ
く

ま
で
も
当
該
修
辞
技
法
の
使
用
が
み
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
知
見
の
紹
介
が

主
た
る
目
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
構
文
に
お
け
る
キ
ア
ス
ム
ス
が
出
現
す

る
頻
度
や
要
件
、
あ
る
い
は
話
者
（
筆
記
者
）
の
個
体
差
な
ど
が
ど
う
で
あ
る

か
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
、
検

証
さ
れ
た
事
例
数
に
つ
い
て
も
、決
し
て
十
分
な
分
量
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
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と
り
わ
け
、
本
稿
で
検
証
す
る
対
象
は
筆
記
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
も
知
里
の
日

記
な
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
と
っ
て
の
直
接
の
先
行
研
究★2★
で
分
析
さ
れ
た
も

の
は
、『
銀
の
し
ず
く
：
知
里
幸
恵
遺
稿
』★2★
に
登
載
さ
れ
た
合
計
五
四
日
分
の

日
記
（
日
付
の
み
の
日
に
ち
を
含
め
れ
ば
五
五
日
分
）
の
内
の
わ
ず
か
最
初
の

三
日
分
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
未
検
証
で
あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
の
目
的

は
、
当
該
日
記
に
お
け
る
未
検
証
部
分
の
六
日
分
の
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
に

よ
り
、
当
該
修
辞
技
法
の
使
用
の
頻
度
を
検
証
し
、
ア
イ
ヌ
語
日
本
語
二
重
話

者
が
駆
使
す
る
筆
記
さ
れ
た
日
本
語
構
文
に
お
い
て
、
キ
ア
ス
ム
ス
が
使
用
さ

れ
る
蓋
然
性
の
評
価
を
お
こ
な
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

４
．
テ
キ
ス
ト

　
『
銀
の
し
ず
く
：
知
里
幸
恵
遺
稿
』
に
掲
載
さ
れ
た
日
記★2★
の
な
か
で
も
最

初
の
三
日
分
に
相
当
す
る
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
六
月
一
日
、
六
月

二
日
、
六
月
三
日
の
日
記
は
既
に
検
証
さ
れ
て
い
る★2★
。
本
稿
で
は
、
こ
の
三

日
分
の
日
記
に
引
き
続
く
六
月
四
日★2★
、
六
月
五
日33★
、
六
月
六
日33★
、
六
月
七

日3★★
、
六
月
八
日3★★
、
六
月
九
日33★
の
日
記
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。
以
下
は
、
当

該
箇
所
の
引
用
で
あ
る32★
。
な
お
、
引
用
文
に
は
、
筆
者
に
よ
る
下
線
と
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
①

六
月
四
日　

日
曜
日

Ａ
七
日
の
う
ち
一
日
…
…
遊
ぶ
こ
と
を
わ
す
れ
て
…
…
真
志
保
の
声
が
き

こ
え
る
様
。
Ｂ
一
切
を
忘
れ
て
神
様
に
祈
っ
て
、
懺
悔
し
、
感
謝
し
、
心

の
う
ち
を
神
様
に
訴
へ
る
…
…
あ
ゝ
何
と
い
ふ
尊
い
事
で
あ
ら
う
。
私
は

「
聖
書
が
欲
し
い
、
教
会
へ
ゆ
き
た
い

―
」
そ
れ
を
抑
え
て
た
ゞ
祈
る
。

神
様
よ
、私
が
何
う
か
し
て
ほ
ん
と
う
に
一
す
ぢ
の
心
に
な
れ
ま
す
様
に
―
。

Ｃ
奥
様
は
昨
夜
は
よ
く
ね
む
れ
た
と
、
は
れ
〴
〵
し
た
お
顔
を
見
せ
て
下

す
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。

い
ゝ
お
天
気
、
青
葉
に
輝
く
日
の
光
、
ほ
ん
と
う
に
明
る
い
日
。
こ
ゝ
ち

よ
い
そ
よ
風
が
今
日
は
じ
め
て
着
換
へ
た
単
衣
の
袖
を
は
ら
ふ
。（
十
時
頃
）

Ｃ’
旭
川
で
は
も
う
日
曜
学
校
を
終
っ
た
ら
う
。
親
、
兄
弟
、
親
類
、
知
己
、

一
人
々
々
の
顔
が
目
の
前
に
う
か
ぶ
。
父
様
の
病
気
は
な
ほ
っ
た
か
知
ら
。

種
々
な
種
類
の
美
し
く
咲
き
揃
っ
た
花
を
売
り
に
あ
る
く
人
が
面
白
い
声

で
花
歌
を
う
た
ふ
。

Ｂ’
や
は
り
私
に
は
教
会
が
懐
か
し
い
。
神
様
の
お
話
が
き
ゝ
た
い
。
讃
美

歌
を
歌
ひ
た
い
。
祈
り
し
た
い
。
不
信
仰
な
私
は
聖
書
を
忘
れ
て
来
た
の

だ
…
…
罪
人
。

先
生
に
教
へ
ら
れ
て
本
郷
教
会
へ
行
く
…
…
大
き
く
な
い
教
会
だ
け
ど
、

あ
ま
り
人
の
少
い
の
に
ち
ょ
っ
と
驚
か
さ
れ
た
。
十
二
人
の
来
会
者
の
う

ち
真
面
目
に
話
を
き
く
人
が
何
人
あ
る
の
か
し
ら
。
若
い
青
年
が
コ
ク
リ

〳
〵
と
ゐ
ね
む
り
を
し
、
若
い
女
が
あ
く
び
の
出
し
つ
ゞ
け
。
オ
ル
ガ
ン

を
弾
く
女
の
人
は
居
ね
む
り
を
我
慢
し
き
れ
な
い
で
み
っ
と
も
な
い
様
子

を
す
る
…
…
。
私
に
は
今
夜
き
い
た
お
話
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

今
私
の
頭
に
、
胸
に
、
何
の
印
象
も
残
っ
て
ゐ
な
い
。

Ａ’
杉
原
大
尉
を
思
ひ
出
す
…
…
杉
原
先
生
の
お
話
が
き
ゝ
た
い
。
真
砂
町
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に
小
隊
が
あ
る
か
ら
…
…
と
た
し
か
に
仰
っ
た
の
を
覚
え
て
ゐ
る
が
、
わ

か
ら
な
く
て
困
る
。
心
か
ら
シ
ッ
ク
リ
と
私
の
心
に
合
ふ
お
話
が
き
ゝ
た

い
。
杉
原
先
生
を
恵
み
給
へ
。 

Ｄ
奥
様
が
坊
ち
ゃ
ん
と
嬢
ち
ゃ
ん
を
一
し
ょ
に
お
湯
へ
連
れ
て
行
き
な

す
っ
た
の
で
、
頭
が
ぐ
ら
つ
く
と
仰
る
…
…
何
卒
今
宵
も
安
ら
か
な
眠
り

が
彼
の
人
の
上
に
訪
れ
ま
す
様
に
…
…
。 

Ｅ
先
生
が
仰
る
。
私
が
一
つ
の
原
稿
を
書
く
に
も
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
書

く
。
誰
に
も
そ
の
苦
し
み
は
認
め
て
は
貰
へ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も

い
ゝ
か
げ
ん
に
サ
ラ
〳
〵
と
書
く
事
が
出
来
な
い
と
仰
る
…
…
お
ゝ
何
と

い
ふ
尊
い
事
で
あ
ら
う
。
何
だ
か
知
ら
、
私
は
涙
が
出
さ
う
に
先
生
の
人

格
に
敬
服
す
る
…
…
。
苦
し
ん
で
苦
し
ん
で
出
来
し
た
物
を
人
は
ち
っ
と

も
知
っ
て
く
れ
な
い
の
に
、
そ
れ
で
も
苦
し
ま
ず
に
は
書
け
な
い
…
…
。

私
は
心
の
中
に
そ
れ
を
繰
り
返
し
繰
返
す
。 

Ｆ
お
伽
噺
を
読
む
と
、
私
も
天
真
爛
漫
な
子
供
に
な
っ
て
し
ま
ふ
…
…
。

坊
ち
ゃ
ん
に
読
ん
で
き
か
せ
て
上
げ
て
、
ま
た
寝
る
ま
で
読
ん
だ
。
グ
リ

ム
の
お
伽
噺
。 

Ｇ
先
生
の
原
稿
が
出
来
上
っ
た
。
何
ん
な
に
先
生
は
御
安
心
で
せ
う
。
苦

し
ん
で
〳
〵
の
賜
の
よ
ろ
こ
び
…
…
Ｇ’
尊
い
よ
ろ
こ
び
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
。
私
も
ほ
ん
と
に
嬉
し
か
っ
た
。 

Ｆ’
お
き
く
さ
ん
は
ほ
ん
と
に
か
は
い
ら
し
い
人
、
私
は
つ
く
〴
〵
思
っ
た

…
…
縫
い
か
け
の
単
衣
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
ね
む
っ
て
る
お
き
く
さ
ん
の

側
で
お
伽
噺
の
本
を
読
み
な
が
ら
つ
く
〴
〵
思
っ
た
。
も
う
十
一
時
近
い

だ
ら
う
。
今
日
も
こ
れ
で
終
る
。 

Ｅ’
お
や
〳
〵
先
生
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
お
し
ご
と
が
あ
る
ん
で
す
っ
て
。
明

日
の
下
調
べ
…
…
。
Ｄ’
私
は
寝
よ
う
と
思
っ
た
が
何
だ
か
勿
体
な
く
な
っ

て
寝
ら
れ
な
い
。
Ｈ
何
を
売
る
の
か
知
ら
な
い
が
、
毎
晩
悲
し
い
音
の
笛

を
吹
き
な
が
ら
通
る
人
が
あ
る
…
…
き
っ
と
だ
い
ぶ
年
を
と
っ
た
お
爺
さ

ん
な
ん
だ
ら
う
。
あ
の
笛
の
音
を
き
く
と
何
だ
か
さ
う
い
ふ
気
が
し
て
な

ら
な
い
。 

東
京
の
物
売
り
は
実
際
面
白
い
。
豆
腐
屋
が
ア
ウ
〳
〵
と
何
か
気
の
狂
っ

た
小
僧
さ
ん
の
様
な
声
を
出
し
て
私
を
驚
か
し
て
、
わ
ざ
〳
〵
お
も
て
へ

飛
出
さ
せ
た
り
し
た
っ
け
。 

今
日
は
お
う
ち
で
フ
ロ
ッ
ク
ス
の
花
を
買
っ
た
。
花
を
見
る
と
、
お
父
つ
ぁ

ん
が
思
出
さ
れ
て
仕
様
が
な
い
。 

Ｉ
万
年
筆
が
何
う
し
た
の
か
、
イ
ン
ク
が
両
方
か
ら
漏
り
出
し
て
困
る
の

で
赤
い
き
れ
で
繃
帯
し
て
や
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
漏
っ
て
困
っ
た
。
Ｉ’
先

生
が
か
は
い
ら
し
い
万
年
筆
を
貸
し
て
下
す
っ
た
。
此
の
私
の
は
今
度
直

す
所
へ
や
っ
て
下
さ
る
と
の
お
話
、
Ｈ’
東
京
の
商
人
は
ず
る
く
て
、
地
方

へ
は
悪
い
も
の
を
持
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
云
ふ
お
話
も
き
い
た
。 

一
た
い
商
人
と
い
ふ
も
の
は
何
う
し
て
さ
う
利
慾
に
ば
か
り
偏
る
の
か
知

ら
…
…
今
夜
の
牧
師
さ
ん
の
お
話
も
さ
う
い
ふ
の
ら
し
か
っ
た
。
富
め
る

も
の
ゝ
神
の
国
に
入
る
は
如
何
に
難
い
か
な
。
神
様
の
委
託
物
で
あ
る
富

を
、
神
様
の
聖
旨
に
か
な
う
様
に
使
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
富
を
得
る
為
に
悪

い
事
を
し
た
り
す
る
人
は
富
を
神
の
賜
だ
と
思
は
な
い
か
ら
…
…
自
分
の

労
力
の
代
償
だ
と
思
ふ
か
ら
…
…
。
で
は
そ
の
労
力
は
何
処
か
ら
来
る
、

其
の
代
償
は
何
処
か
ら
来
る
。
見
よ
、
空
の
鳥
は
つ
む
が
ず
耕
さ
ず
し
て
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而
も
豊
か
に
日
を
暮
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
お
は
な
し
で
あ
っ

た
の
だ
。
私
た
ち
は
何
も
さ
う
、
ち
っ
ぽ
け
な
智
恵
を
し
ぼ
っ
て
富
な
る

物
を
得
よ
う
と
し
て
脱
線
し
た
り
し
な
く
と
も
、
神
様
は
、
た
ゞ
信
頼
し

身
も
魂
も
任
せ
て
る
者
に
は
、
毎
日
の
な
く
て
な
ら
ぬ
も
の
は
必
ず
あ
た

へ
給
う
、
と
。
富
が
あ
た
へ
ら
れ
た
ら
神
の
為
に
…
…
私
は
、
何
を
持
っ

て
る
だ
ら
う
。 

◆
テ
キ
ス
ト
②

六
月
五
日　

い
ゝ
お
天
気 

Ｊ
赤
ち
ゃ
ん
に
ひ
っ
か
か
れ
な
が
ら
庭
で
あ
そ
ぶ
。
お
さ
な
ご
は
ほ
ん
と

う
に
正
直
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
私
が
嫌
い
な
ん
で
す
も
の
。 

Ｋ
英
語
を
教
る
。
知
ら
な
い
事
を
覚
え
て
ゆ
く
た
の
し
み
は
非
常
に
大
き

な
物
。 

Ｌ
旭
川
の
母
様
か
ら
お
手
紙
を
い
た
ゞ
い
た
。 

森
長
操
さ
ん
と
い
ふ
方
が
私
と
友
達
に
な
り
た
い
と
の
事
、
何
だ
か
困
っ

た
事
の
様
に
思
ふ
…
…
。
私
に
今
ま
で
友
達
と
い
ふ
も
の
が
真
に
あ
っ
た

で
あ
ら
う
か
。
知
里
さ
ん
、
幸
恵
さ
ん
、
ど
う
ぞ
永
久
に
御
交
際
を
…
…

さ
う
云
っ
て
下
す
っ
た
人
た
ち
は
今
何
処
の
空
に
暮
し
て
ゐ
る
の
か
、
そ

れ
さ
へ
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
Ｌ’
私
が
東
京
へ
来
た
、
お
友
達
に
知
ら
せ

や
う
と
思
っ
た
事
い
ま
だ
一
度
も
な
い
。
私
に
ま
ご
ゝ
ろ
が
な
い
か
ら
か
。 

Ｋ’
真
志
保
が
運
動
会
で
一
等
を
得
た
と
云
ふ
。
嬉
し
い
事
。
何
卒
私
の
真

志
保
が
か
ら
だ
に
魂
に
頭
に
、
強
健
が
あ
た
へ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
…
。 

豊
栄
の
運
動
会
、
今
年
は
い
つ
も
よ
り
大
人
も
小
供
も
服
装
が
立
派
に
な
っ

た
と
い
ふ
。
何
卒
服
装
ば
か
り
で
な
く
、
愛
す
る
兄
弟
よ
、
す
べ
て
に
眼

を
開
い
て
下
さ
い
。 

Ｊ’
久
方
振
り
で
聖
書
を
見
て
私
は
喜
ぶ
。
や
は
り
私
は
神
の
子
、
常
に
神

に
そ
む
い
て
ゐ
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
神
様
を
思
ひ
出
づ
る
。
神
を
仰
ぎ
た

く
な
る
。 

聖
言
葉
が
き
ゝ
た
い
。

◆
テ
キ
ス
ト
③

六
月
六
日 

Ｍ
朝
、
聖
書
を
読
む
。 

我
や
す
ら
か
に
し
て
臥
し
ま
た
ね
む
ら
ん
。
ヱ
ホ
バ
よ
、
我
を
独
に
て
た

ひ
ら
か
に
居
ら
し
む
る
も
の
は
汝
な
り
。 

Ｎ
昨
日
、
奥
様
に
拝
借
し
た
平
民
の
福
音
を
読
む
。 

人
に
親
切
を
す
る
事
、
そ
れ
は
非
常
に
い
ゝ
事
で
あ
る
。
だ
け
ど
た
だ
親

切
を
す
る
と
い
ふ
美
名
を
着
る
の
み
な
ら
何
に
な
ら
う
。
親
切
は
、
ほ
ん

と
う
の
心
か
ら
、
心
の
底
か
ら
起
る
愛
の
発
現
で
は
な
い
か
。
相
手
の
人

の
心
と
自
分
の
心
と
が
同
じ
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
、
自
分
の
心
が
自
分

の
か
ら
だ
を
動
か
し
て
働
く
…
…
美
し
い
事
、
尊
い
事
。 

Ｏ
お
昼
は
お
汁
粉
、
お
い
し
か
っ
た
。
英
語
は
だ
ん
〴
〵
む
づ
か
し
く
な
っ

て
来
た
。
何
う
し
て
か
う
覚
え
が
悪
い
か
。
で
も
、
あ
せ
ら
な
く
っ
た
っ

て
い
ゝ
。
考
え
れ
ば
わ
か
る
の
だ
か
ら
…
…
。
も
う
少
し
敏
捷
に
頭
が
働

け
ば
よ
い
と
思
ふ
け
れ
ど
自
業
自
得
か
。
そ
れ
と
も
こ
れ
が
私
に
相
応
っ

た
頭
で
あ
ら
う
。
勉
強
々
々
、
何
だ
か
後
か
ら
〳
〵
追
は
れ
る
様
な
気
が
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す
る
。
い
そ
が
し
い
事
だ
。 

Ｏ’
お
母
様
に
手
紙
を
書
い
て
ゐ
る
と
、
坊
ち
ゃ
ま
が
見
え
て
、
歌
を
う
た

ふ
や
ら
、
面
白
い
事
ば
か
り
き
か
し
て
下
す
っ
た
の
で
お
腹
の
皮
が
よ
れ

る
程
笑
っ
た
。
坊
ち
ゃ
ま
の
頭
は
一
た
い
何
処
に
際
限
が
あ
る
の
だ
ら
う
。

私
は
た
ゞ
驚
く
よ
り
外
な
か
っ
た
。 

Ｎ’
真
志
保
に
も
手
紙
を
書
い
た
。
今
頃
は
お
母
様
も
真
子
も
富
子
も
ス
ヤ

〳
〵
と
ね
む
っ
て
る
に
違
ひ
な
い
。 

お
母
様
が
い
や
な
夢
を
見
た
か
ら
幌
別
に
き
っ
と
何
か
変
っ
た
事
が
あ
る

に
違
ひ
な
い
と
い
ふ
お
手
紙
、ハ
テ
、何
だ
ら
う
。
フ
チ
は
か
は
い
さ
う
に
、

何
ん
な
に
私
の
事
を
心
配
し
て
ゐ
て
下
さ
る
の
で
せ
う
。
た
ゞ
一
途
に
私

を
か
は
ゆ
く
て
〳
〵
呑
ん
で
も
足
ら
な
い
の
だ
。 

Ｍ’
お
ゝ
、
別
れ
の
時
の
光
景
が
目
の
前
に
浮
ぶ
。
フ
チ
た
ち
よ
、
父
母
よ
、

兄
弟
よ
、
御
身
た
ち
の
健
康
を
祈
る
。
私
は
あ
な
た
た
ち
の
為
に
何
の
い
ゝ

事
を
し
た
で
あ
ら
う
。
こ
れ
か
ら
も
何
を
為
し
得
る
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
心

配
を
か
け
る
事
の
方
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
神
様
、
私
を
導
き
た

ま
へ
、
私
に
最
も
よ
き
と
こ
ろ
へ
。
今
日
は
一
寸
雨
が
降
っ
た
。 

◆
テ
キ
ス
ト
④

六
月
七
日　

朝 

Ｐ
悪
に
敵
す
る
な
か
れ
。
人
汝
の
右
の
頬
を
う
た
ば
亦
外
の
ほ
ゝ
も
め
ぐ

ら
し
て
こ
れ
に
む
け
よ
。 

人
汝
に
一
里
の
公
役
を
強
な
ば
、
こ
れ
と
と
も
に
二
里
行
け
。
汝
に
求
る

も
の
に
は
予
へ
、
借
ら
ん
と
す
る
者
を
し
り
ぞ
く
る
な
か
れ
。 

汝
等
の
敵
を
愛
み
、
汝
等
を
詛
ふ
者
を
祝
し
、
汝
等
を
憎
む
者
を
よ
こ
し
、

な
や
め
せ
し
む
る
者
の
た
め
に
祈
祷
せ
よ
、
神
の
子
と
な
ら
ん
為
に
…
… 

天
の
父
が
日
を
善
者
に
も
悪
者
に
も
て
ら
し
、
雨
を
義
き
者
に
も
義
か
ら

ざ
る
も
の
に
も
降
ら
せ
給
へ
り
。（
馬
太
五
・
三
九
―
四
六
） 

此
の
故
に
天
に
在
す
汝
等
の
父
の
完
全
き
が
如
く
汝
等
も
完
全
く
す
べ
し
。 

我
汝
の
指
の
わ
ざ
な
る
天
を
み
、
な
ん
ぢ
の
設
け
た
ま
へ
る
月
と
星
と
を

見
る
に
、
世
の
人
は
い
か
な
る
も
の
な
れ
ば
こ
れ
を
聖
心
に
と
め
た
ま
ふ

や
、
人
の
子
は
い
か
な
る
も
の
な
れ
ば
こ
れ
を
顧
み
た
ま
ふ
や
。 

た
ゞ
す
こ
し
く
人
を
神
よ
り
も
卑
く
つ
く
り
て
栄
と
尊
き
と
を
か
う
ぶ
ら

せ
、
ま
た
こ
れ
に
み
手
の
わ
ざ
を
治
め
し
め
万
の
物
を
そ
の
足
の
下
に
お

き
た
ま
へ
り
。 

す
べ
て
の
う
し
、
羊
、
ま
た
野
の
け
も
の
、
そ
ら
の
鳥
、
う
み
の
魚
、
も

ろ
〳
〵
の
海
路
を
通
ふ
も
の
ま
で
皆
し
か
な
せ
り
。 

わ
れ
ら
の
主
ヱ
ホ
バ
よ
、
な
ん
じ
の
み
な
は
地
に
あ
ま
ね
く
し
て
尊
き
か

な
。（
詩
九
〔
原
文
マ
マ
〕・
三
―
九
） 

神
様
は
絶
対
公
平
の
愛
な
の
だ
。
私
は
広
大
無
辺
の
宇
宙
を
思
ふ
時
に
さ

う
思
ふ
。
そ
し
て
、
ま
た
最
も
小
さ
い
小
さ
い
虫
を
見
て
も
草
花
を
見
て

も
さ
う
思
ふ
。
名
も
な
い
草
花
、
垣
根
の
隅
の
小
さ
な
苔
で
も
時
が
来
れ

ば
花
ひ
ら
き
種
を
残
し
て
枯
れ
て
ゆ
く
で
は
な
い
か
。
神
様
が
そ
れ
を
彼

に
あ
た
へ
給
ふ
て
、
彼
の
此
の
世
の
天
職
と
し
た
ま
ふ
た
。
そ
し
て
か
の

小
さ
い
花
は
何
の
不
平
も
持
た
ぬ
で
は
な
い
か
。
彼
等
は
そ
れ
で
い
ゝ
の

だ
。
太
陽
、
星
を
支
配
し
た
ま
ふ
神
様
は
ま
た
か
く
最
小
さ
き
も
の
を
も

些
の
乱
れ
な
く
支
配
し
た
ま
ふ
。 
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Ｑ
お
父
様
の
手
紙
、
お
父
様
が
さ
う
い
ふ
事
を
お
書
き
な
さ
ら
う
と
は
夢

に
も
思
は
な
か
っ
た
。 

―
人
間
は
何
が
苦
し
い
と
云
っ
て
、
不
快
な
程
不
幸
な
事
は
な
い
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
其
身
も
将
来
家
を
営
む
上
に
充
分
注
意
を
要
す
る
べ
く
、

其
身
世
間
の
お
か
げ
で
勉
強
し
て
大
な
智
恵
袋
に
一
ぱ
い
智
恵
を
つ
め
こ

ん
で
も
、
不
健
全
な
身
体
を
持
ち
、
不
愉
快
な
日
を
送
る
様
で
は
、
何
に

も
知
ら
ず
に
日
々
荷
ナ
ワ
を
背
負
っ
て
薪
木
を
拾
ふ
人
、
わ
ら
び
を
と
っ

て
市
に
売
る
人
々
の
方
が
何
程
幸
福
で
あ
る
か
わ
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
私

の
心
配
す
る
処
は
其
所
に
あ
る
の
で
す
か
ら
、
必
ず
〳
〵
注
意
す
べ
き
で

あ
り
ま
す

―
。
然
り
。
お
父
様
よ
、
其
の
通
り
で
御
座
い
ま
す
。
健
康

は
実
に
人
間
の
幸
福
の
源
で
あ
り
ま
せ
う
。
Ｒ
健
康
な
人
は
日
々
の
仕
事

も
楽
し
く
快
く
キ
パ
〳
〵
や
っ
て
の
け
る
で
せ
う
。
思
ふ
が
ま
ゝ
に
其
の

か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
夫
の
為
、
親
の
為
、
子
の
為
、
人
の
為
に
つ
く
す

で
せ
う
。
お
ゝ
健
康
！　

何
と
い
ふ
い
ゝ
物
で
せ
う
。
私
は
す
べ
て
の
人

が
何
う
ぞ
此
の
健
康
を
得
る
様
に
と
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
私
も
そ
れ
が

欲
し
う
御
座
い
ま
す
。
Ｓ
で
す
け
ど
如
何
に
せ
ん
、
私
に
は
健
康
が
あ
り

ま
せ
ん
。私
の
生
命
の
源
泉
で
あ
る
心
臓
が
不
健
全
な
の
で
す
。一
秒
々
々
、

ち
っ
と
も
や
す
ま
ず
に
湧
出
づ
る
血
潮
を
せ
き
と
め
る
か
た
い
弁
が
あ
る

の
で
す
。
Ｔ
し
か
も
そ
の
障
碍
物
は
私
の
心
臓
か
ら
取
去
る
事
は
出
来
な

い
、
一
生
出
来
な
い
。
そ
れ
も
私
に
は
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
…
…

一
度
硬
く
な
っ
た
そ
れ
は
再
び
も
と
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う

…
…
。
Ｔ’
で
は
私
は
、
一
生
涯
不
健
全
な
身
体
で
、
日
々
鬱
々
と
不
快
な

時
を
過
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
し
ら
…
…
。
お
ゝ
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
不
幸

で
は
な
い
か
。
神
様
は
私
の
罪
の
償
に
健
康
を
取
上
げ
給
ふ
た
。
Ｓ’
し
か

し
神
様
は
私
を
愛
し
た
ま
う
…
…
愛
の
鞭
。
病
苦
を
あ
た
へ
給
ふ
て
私
を

錬
り
そ
し
て
、
心
の
健
康
を
と
ら
し
め
給
ふ
の
だ
。
心
に
安
心
歓
喜
を
あ

た
へ
給
ふ
た
の
だ
。
Ｒ’
私
の
心
に
悪
魔
が
働
く
。
私
は
も
し
充
分
な
健
康

を
持
っ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
私
は
必
ず
や
そ
れ
を
無
上
の
ほ
こ
り
と
し
て
、

神
を
忘
れ
、
世
の
人
を
忘
れ
て
己
の
た
め
の
み
の
人
間
に
な
っ
て
し
ま
ふ

で
あ
ら
う
。
神
様
よ
感
謝
し
ま
す
。
私
は
弱
い
身
も
魂
も
神
様
に
ま
か
せ

て
さ
ゝ
へ
て
い
た
ゞ
き
ま
す
か
ら
、
安
心
が
あ
り
歓
喜
が
あ
り
ま
す
。 

Ｑ’
何
卒
お
父
様
御
安
心
下
さ
い
ま
せ
。
Ｐ’
私
は
か
う
し
て
神
の
愛
を
さ
と

り
ま
し
た
か
ら
。
世
の
同
病
者
の
為
に
心
か
ら
祈
る
心
が
起
る
。
人
に
健

康
を
失
は
せ
ま
い
と
い
ふ
努
力
を
心
か
ら
す
る
事
が
出
来
る
。
私
は
病
苦

を
通
し
て
神
様
か
ら
か
う
い
ふ
賜
を
い
た
ゞ
い
た
の
だ
。
私
の
身
は
神
に

任
せ
、よ
ろ
こ
び
と
感
謝
に
み
ち
た
愛
の
笑
顔
を
持
っ
て
人
に
接
し
ま
せ
う
。 

◆
テ
キ
ス
ト
⑤

六
月
八
日　

木
曜
日 

Ｕ
な
ん
ぢ
施
済
を
す
る
時
、
右
の
手
の
為
す
こ
と
を
左
の
手
に
知
ら
す
る

事
な
か
れ
。
か
く
す
る
は
、
其
の
施
済
の
か
く
れ
ん
為
な
り
。
然
ば
、
か

く
れ
た
る
に
見
給
ふ
汝
の
父
は
明
顕
に
報
ひ
た
ま
ふ
べ
し
。（
太
〔
原
文
マ

マ
〕
六
・
三
―
五
） 

か
く
れ
た
る
に
見
た
ま
ふ
父
、
か
く
れ
た
る
に
在
す
神
、
お
ゝ
、
見
る
も

の
な
し
と
て
罪
を
犯
す
私
の
愚
さ
よ
。
何
う
し
た
ら
い
ゝ
だ
ら
う
。
人
さ

へ
ゐ
な
け
れ
ば
、
何
か
の
か
げ
に
さ
へ
身
を
お
け
ば
、
何
か
で
身
を
お
ほ
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ふ
て
し
ま
へ
ば
、
そ
れ
で
自
分
は
か
く
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
、
何
と
い

ふ
馬
鹿
者
で
せ
う
…
…
私
は
…
…
。 

か
く
れ
た
る
に
見
た
ま
ふ
神
、
か
く
れ
た
る
に
在
す
神
。 

し
み
く
ひ
、
さ
び
く
さ
り
、
ぬ
す
び
と
う
が
ち
て
ぬ
す
む
所
の
地
に
財
を
た

く
は
ふ
る
事
な
か
れ
。
し
み
く
ひ
、
さ
び
く
さ
り
、
ぬ
す
び
と
う
が
ち
て

ぬ
す
ま
ざ
る
と
こ
ろ
の
天
に
財
を
た
く
は
ふ
べ
し
。（
太
六
・
十
九
―
二
二
） 

そ
は
、
な
ん
ぢ
ら
の
財
の
あ
る
と
こ
ろ
に
心
も
ま
た
あ
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

ほ
ん
と
う
に
、
地
上
の
た
か
ら
…
…
金
を
持
つ
人
は
金
に
心
を
奪
は
れ
る
。

身
の
外
形
の
み
に
飾
り
を
つ
け
る
事
に
腐
心
し
て
肝
心
の
心
を
る
す
に
す

る
ん
で
す
も
の
。 

人
は
二
人
の
主
に
仕
ふ
る
事
能
は
ず
。 

な
ん
ぢ
ら
神
と
財
に
兼
つ
か
ふ
る
事
あ
た
は
ず
。（
太
六
・
二
四
） 

此
の
事
に
つ
い
て
え
ら
い
人
の
話
を
き
ゝ
た
い
。
杉
原
先
生
の
お
は
な
し

を
き
ゝ
た
い
。 

是
故
に
汝
ら
に
つ
げ
ん
、
生
命
の
た
め
に
何
を
食
ひ
、
何
を
の
み
、
ま
た

か
ら
だ
の
た
め
に
何
を
き
ん
と
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
事
な
か
れ
。
生
命
は
糧
よ

り
ま
さ
り
、
か
ら
だ
は
衣
よ
り
も
ま
さ
れ
る
も
の
な
ら
ず
や
。
空
の
鳥
を

見
よ
。
ま
く
事
な
く
、
か
る
事
せ
ず
、
倉
に
た
く
は
ふ
る
事
な
し
。
然
る

に
な
ん
ぢ
ら
の
天
の
父
は
こ
れ
を
養
ひ
た
ま
へ
り
。 

馬
太
伝
六
章
に
は
、
何
と
ま
あ
い
ろ
〳
〵
な
事
が
あ
る
の
で
せ
う
。
私
の

浅
い
知
識
で
解
せ
な
い
所
は
多
々
あ
る
。
何
卒
教
へ
て
下
さ
る
人
を
与
へ

ら
れ
ま
す
様
に
…
…
。 

神
ヱ
ホ
バ
よ
ね
が
は
く
は
か
れ
ら
に
お
そ
れ
を
お
こ
さ
し
め
た
ま
へ
。
も
ろ

〳
〵
の
国
人
に
お
の
れ
た
ゞ
人
な
る
事
を
知
ら
し
め
給
へ
。（
詩
九
・
二
〇
） 

お
の
れ
た
ゞ
人
な
る
事
を
私
は
時
々
忘
れ
る
…
…
。
此
の
広
大
無
辺
な
る

宇
宙
を
見
よ
。
極
細
少
か
ら
最
大
の
物
ま
で
皆
一
つ
の
運
命
を
も
っ
て
ゐ

る
で
は
な
い
か
。
深
山
の
奥
に
あ
る
一
つ
の
苔
も
此
の
家
の
土
台
の
際
の

小
さ
い
草
も
、
み
ん
な
お
な
じ
く
時
が
く
れ
ば
花
を
ひ
ら
く
…
…
春
夏
秋

冬
、
世
は
み
ん
な
一
定
の
法
則
の
も
と
に
刻
一
刻
、
ち
っ
と
も
か
は
ら
ず

に
動
い
て
ゆ
く
で
は
な
い
か
。
神
様
の
力
は
何
処
ま
で
あ
る
か
、
そ
れ
を

見
て
量
知
る
事
が
何
う
し
て
出
来
よ
う
。
大
き
な
力
、
無
限
の
力
、
無
始

の
は
じ
め
か
ら
無
終
の
終
ま
で
、
大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
一

貫
し
て
は
た
ら
く
其
の
力
、
そ
れ
こ
そ
は
神
様
で
は
な
い
か
。 

あ
ゝ
何
と
云
っ
た
ら
い
ゝ
か
わ
か
ら
な
い
。 

た
ゞ
あ
り
が
た
い
。 

Ｖ
夕
食
後
、
平
民
の
福
音
か
ら
は
じ
ま
っ
て
先
生
に
宗
教
談
を
う
か
ゞ
っ

た
。
私
は
何
だ
か
し
ら
何
も
か
も
解
決
が
つ
い
た
様
な
気
が
し
て
た
ゞ
嬉

し
い
。 

Ｕ’
お
つ
る
さ
ん
と
い
ふ
人
の
お
は
な
し
。
は
じ
め
は
感
心
し
、
羨
望
し
、

驚
愕
し
、
同
情
し
、
お
し
ま
ひ
に
は
何
だ
か
何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

大
病
人
の
看
護
を
打
捨
て
ゝ
お
い
て
、
自
分
の
霊
の
糧
を
得
る
た
め
に
、

何
時
間
も
費
す
、
そ
れ
で
自
分
は
義
し
い
の
だ
と
主
張
す
る
…
…
そ
れ
で

い
ゝ
の
か
知
ら
…
…
。
自
分
の
満
足
の
た
め
に
人
を
犠
牲
に
す
る
、
そ
れ

が
宗
教
の
最
高
な
も
の
か
。
私
は
わ
か
ら
な
い
。
一
杯
の
水
を
人
に
あ
た

へ
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
人
に
あ
た
へ
た
の
で
は
な
く
て
ヱ
ス
様
に
上
げ
る
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事
な
の
だ
と
仰
っ
た
で
は
な
い
か
。
人
に
至
誠
を
持
っ
て
仕
へ
る
、
そ
れ

が
す
な
は
ち
神
様
に
仕
へ
る
わ
け
で
は
な
い
か
。
自
分
を
す
て
て
人
に
つ

く
す
、
だ
か
ら
十
字
架
が
尊
い
の
で
は
な
い
か
。

Ｖ’
あ
ゝ
私
は
ま
と
め
て
今
夜
の
お
話
と
感
想
を
書
つ
ら
ね
る
事
は
出
来
な

い
。

た
ゞ
し
何
と
な
し
に
重
い
心
が
急
に
軽
く
な
っ
た
様
な
気
が
す
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
⑥

六
月
九
日

Ｗ
偽
善
者
よ
、
先
づ
己
の
目
よ
り
梁
木
を
と
れ
、
さ
ら
ば
兄
弟
の
目
よ
り

物
屑
を
取
得
る
や
う
明
か
に
見
べ
し
。（
太
七
・
五
）

Ｘ
偽
善
者
と
は
私
の
事
、
Ｘ’
ほ
ん
と
う
に
私
の
事
。

Ｗ’
夕
方
、
奥
様
の
お
供
を
し
て
散
歩
に
出
か
け
る
。
夜
、
赤
ち
ゃ
ん
が
た

い
へ
ん
お
泣
き
な
さ
る
。
何
う
し
た
の
で
せ
う
。

５
．
構
造

　

本
節
で
は
、
前
節
で
示
し
た
テ
キ
ス
ト
①
～
⑥
の
構
造
を
、
筆
者
が
付
し
た

下
線
お
よ
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
し
た
が
い
分
析
す
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
①

　

テ
キ
ス
ト
①
に
付
し
た
記
号
に
し
た
が
っ
て
作
成
し
た
図
式
を
以
下
に
示

す
。

図
①-

Ａ
Ａ　

懐
か
し
い
人
物
の
回
想
：
真
志
保

Ｂ　

旭
川
の
教
会
へ
の
追
慕

　
　

Ｃ　

顔
の
情
景
：
奥
様
（
現
実
）

　
　

Ｃ’　

顔
の
情
景
：
旭
川
の
人
た
ち
（
想
像
）

Ｂ’　

旭
川
の
教
会
へ
の
追
慕

Ａ’　

懐
か
し
い
人
物
の
回
想
：
杉
原
先
生

図
①-

Ｂ
Ｄ　

睡
眠
：
奥
様

Ｅ　

先
生
の
仕
事
へ
の
姿
勢
：
知
里
の
敬
服

　
　

Ｆ　

眠
り
：
坊
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

お
伽
噺
：
知
里
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

　
　
　

Ｇ　

喜
び
：
先
生

　
　
　

Ｇ’　

喜
び
：
知
里

　
　

Ｆ’　

眠
り
：
お
き
く
さ
ん

　
　
　
　

お
伽
噺
：
知
里
が
読
む

Ｅ’　

先
生
の
仕
事
へ
の
姿
勢
：
知
里
の
驚
き

Ｄ’　

睡
眠
：
知
里

図
①-

Ｃ
Ｈ　

商
売
人
：
面
白
い
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物
の
意
味
：
父
を
想
起

　

Ｉ　

万
年
筆
：
故
障

　

Ｉ’　

万
年
筆
：
拝
借

Ｈ’　

商
売
人
：
ず
る
い

　
　

物
の
意
味
：
神
の
祝
福

ま
ず
、
図
①-

Ａ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ａ
で
は
、
故
郷
に
い
る
真
志
保
（
知
里

の
弟
）
を
回
想
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ａ’
で
は
、
同
じ
く
故
郷
の
杉
原
先

生
を
回
想
し
て
い
る
。
双
方
は
、「
懐
か
し
い
人
物
の
回
想
」が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

Ｂ
に
は
、
教
会
に
行
っ
て
一
心
に
祈
り
た
い
と
い
う
知
里
の
意
思
が
表
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｂ’
で
は
、
旭
川
の
教
会
が
懐
か
し
く
、
東
京
の
本
郷

教
会
を
紹
介
さ
れ
て
行
っ
た
が
雰
囲
気
が
あ
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
双
方
は
、「
旭
川
の
教
会
へ
の
追
慕
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｃ

に
は
、
奥
様
の
晴
れ
や
か
な
顔
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｃ’

に
は
、
旭
川
の
人
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
目
の
前
に
う
か
ぶ
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
、
Ｃ
の
顔
は
現
実
の
顔
で
あ
り
、
Ｃ’
の
顔
は
想
像
で
あ
る
と

い
う
違
い
が
あ
る
が
、
双
方
は
「
顔
の
情
景
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
Ａ
と
Ａ’
、
Ｂ
と
Ｂ’
、
Ｃ
と
Ｃ’
は
、
そ
れ
ぞ
れ
要
素
対
を
構
成
し
て
い
る
。

か
つ
、
か
か
る
一
連
の
要
素
対
は
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
の
で
、
図
①-

Ａ
で
表
示
さ
れ
た
範
囲
は
キ
ア
ス
ム
ス
で
あ
る
。

　

続
い
て
図
①-

Ｂ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｄ
で
は
、
坊
ち
ゃ
ん
と
嬢
ち
ゃ
ん
を

風
呂
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
奥
様
は
頭
が
ふ
ら
つ
く
状
態
と
な
っ
た
た

め
、
知
里
は
、
奥
様
が
安
眠
で
き
る
こ
と
を
願
う
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
対

し
、
Ｄ’
で
は
、
眠
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
眠
れ
な
く
な
っ
た
知
里
自
身
の
様
子

が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｄ
で
は
奥
様
で
あ
り
Ｄ’
は
知
里
自
身
と
い
う
違

い
は
あ
る
が
双
方
は
「
睡
眠
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｅ
に
は
、
先
生
の
仕
事
の

姿
勢
に
知
里
が
敬
服
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ’
に
お
い
て

も
、
先
生
の
仕
事
が
ま
だ
あ
る
こ
と
へ
の
知
里
の
驚
き
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
Ｅ
と
Ｅ’
は
と
も
に
「
先
生
の
仕
事
へ
の
姿
勢
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｆ

で
は
、
知
里
が
坊
ち
ゃ
ん
に
、
坊
ち
ゃ
ん
が
眠
る
ま
で
お
伽
噺
を
読
み
聞
か
せ

て
い
る
。
対
し
、
Ｆ’
で
は
、
眠
っ
て
い
る
お
き
く
さ
ん
の
そ
ば
で
知
里
が
お
伽

噺
を
読
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
「
眠
り
」
と
「
お
伽
噺
」

で
あ
る
。
Ｇ
に
は
、
原
稿
が
で
き
あ
が
っ
た
先
生
の
喜
び
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
方
の
Ｇ’
に
は
そ
れ
を
見
る
知
里
の
喜
び
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
喜

ぶ
人
物
は
異
な
る
が
、双
方
の
テ
ー
マ
は
「
喜
び
」
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

Ｄ
と
Ｄ’
、
Ｅ
と
Ｅ’
、
Ｆ
と
Ｆ’
、
Ｇ
と
Ｇ’
は
そ
れ
ぞ
れ
要
素
対
を
構
成
し
て
お
り
、

か
つ
、
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
た
め
、
当
該
構
造
は
キ
ア
ス
ム
ス
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
図
①-

Ｃ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
Ｈ
で
は
、
知
里
は
、
豆
腐
屋
を
例

示
し
、
東
京
の
物
売
り
が
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
、
花
を

見
る
こ
と
で
父
親
を
思
い
出
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
対
し
、
Ｈ’
で
は
、

東
京
の
商
人
が
ず
る
い
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
聖
書
に
記
さ
れ
た
物
に
対
す

る
考
え
方
を
披
歴
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｈ
と
Ｈ’
は
と
も
に
商
売
人
と
物
の
意

味
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
Ｉ
に
は
、
知
里
の
万
年
筆
が
故
障
し
た
様
子
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
対
し
、
Ｉ’
に
は
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
先
生
か
ら
万
年
筆
を

拝
借
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
双
方
の
テ
ー
マ
は
「
万
年
筆
」

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
Ｈ
と
Ｈ’
と
Ｉ
と
Ｉ’
は
そ
れ
ぞ
れ
要
素
対
を
構
成
し
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て
お
り
、
か
つ
、
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
当
該
範
囲
は
キ
ア

ス
ム
ス
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
①
は
三
つ
の
キ
ア
ス
ム
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。

◆
テ
キ
ス
ト
②

　

続
い
て
、
テ
キ
ス
ト
②
に
お
い
て
、
記
号
に
し
た
が
っ
た
図
式
を
作
成
し
た
。

図
②Ｊ　

背
く
子
ど
も
：
知
里
と
赤
ち
ゃ
ん

　

Ｋ　

成
長
：
知
里
の
英
語

　
　

Ｌ　

通
知
：
母
か
ら
の
手
紙

　
　

Ｌ’　

通
知
：
友
人
へ
の
連
絡

　

Ｋ’　

成
長
：
真
志
保
の
心
身

Ｊ’　

背
く
子
ど
も
：
神
と
知
里

Ｊ
で
は
、
知
里
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
っ
か
か
れ
な
が
ら
も
世
話
を
し
て
い
る
様

子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
対
し
、
Ｊ’
で
は
、
神
に
背
き
な
が
ら
も
神
を
思
い
出

す
こ
と
か
ら
、
知
里
自
身
が
神
の
子
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
Ｊ
で
述
べ
ら
れ
た
知
里
を
嫌
う
赤
ち
ゃ
ん
は
Ｊ’
に
お
け
る
神
に
背
く
知
里
と

対
応
し
て
お
り
、
双
方
の
テ
ー
マ
は
「
背
く
子
ど
も
」
で
あ
る
。
Ｋ
に
は
、
知

里
が
英
語
の
学
び
を
開
始
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
対
し
、
Ｋ’
に
は
、
真

志
保
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
の
知
里
の
願
望
が
書
か
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

Ｋ
と
Ｋ’
は
「
成
長
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｌ
に
は
、
知
里
が
母
か
ら
手
紙
を
受

け
取
っ
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｌ’
に
は
知
里
が
友
人
に

連
絡
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
双
方
は
「
通
知
」

の
有
無
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
Ｊ
と
Ｊ’
、
Ｋ
と
Ｋ’
、
Ｌ
と
Ｌ’
と
い
う

三
組
の
要
素
対
が
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
②
は
キ

ア
ス
ム
ス
で
あ
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
③

　

テ
キ
ス
ト
③
は
下
記
の
図
式
と
な
る
。

図
③Ｍ　

神
へ
の
信
託
：
聖
書

　

Ｎ　

愛
の
発
現
：
理
念

　
　

Ｏ　

明
晰
さ
：
知
里

　
　

Ｏ’　

明
晰
さ
：
坊
ち
ゃ
ま

　

Ｎ’　

愛
の
発
現
：
現
実

Ｍ’　

神
へ
の
信
託
：
現
実

Ｍ
で
は
、
知
里
は
聖
書
を
根
拠
に
人
間
が
神
に
委
ね
る
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と

に
言
及
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｍ’
で
は
、
知
里
自
身
が
神
に
導
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
た
。
つ
ま
り
双
方
の
テ
ー
マ
は「
神
へ
の
信
託
」で
あ
る
。
Ｎ
に
お
い
て
は
、

人
に
親
切
に
す
る
こ
と
の
根
源
が
心
の
底
か
ら
起
こ
る
愛
の
発
現
で
あ
る
こ
と

が
理
念
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｎ’
で
は
、
故
郷
の
人
た
ち
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の
親
切
が
現
実
の
愛
の
発
現
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
Ｎ
と
Ｎ’
の
テ
ー
マ
は
「
愛
の
発
現
」
で
あ
る
。
Ｏ
に
は
、
知
里
自
身
の

英
語
学
習
に
困
難
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
Ｏ’
に
は
、
お
坊

ち
ゃ
ま
が
利
発
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、双
方
の
テ
ー

マ
は
頭
の
「
明
晰
さ
」
で
あ
る
。
し
た
が
い
、
Ｍ
と
Ｍ’
、
Ｎ
と
Ｎ’
、
Ｏ
と
Ｏ’
と

い
う
三
組
の
要
素
対
は
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
当
該
範
囲
は

キ
ア
ス
ム
ス
で
あ
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
④

　

以
下
は
テ
キ
ス
ト
④
の
図
式
で
あ
る
。

図
④Ｐ　

神
の
愛
：
聖
書

　
Ｑ　

父
の
心
配
：
手
紙

　
　

Ｒ　

健
康
へ
の
願
望
：
あ
る

　
　
　

Ｓ　

身
体
の
不
健
康
：
現
実

　
　
　
　

Ｔ　

一
生
涯
：
障
碍
物
を
取
り
去
れ
な
い

　
　
　
　

Ｔ’　

一
生
涯
：
健
康
を
取
り
去
ら
れ
た

　
　
　

Ｓ’　

身
体
の
不
健
康
：
心
の
健
康

　
　

Ｒ’　

健
康
へ
の
願
望
：
な
い

　

Ｑ’　

父
の
心
配
：
払
拭

Ｐ’　

神
の
愛
：
生
活
実
践

Ｐ
で
は
、
聖
書
に
述
べ
ら
れ
た
神
の
愛
に
言
及
し
て
い
る
。
対
し
、
Ｐ’
で
は
、

か
か
る
神
の
愛
を
生
活
化
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
双
方
は「
神
の
愛
」

が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｑ
で
は
、
知
里
の
父
が
知
里
を
心
配
す
る
手
紙
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
対
し
、Ｑ’
に
は
父
の
心
配
が
不
要
で
あ
る
こ
と
を
知
里
が
述
べ
た
。

つ
ま
り
、
双
方
は
「
父
の
心
配
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｒ
で
は
、
知
里
が
健
康

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｒ’
で
は
、
仮
に
知
里

が
健
康
で
あ
れ
ば
神
と
人
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
む
し
ろ
健
康
で
あ
る
こ

と
を
望
ま
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、双
方
は
「
健
康
へ
の
願
望
」

が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
有
無
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
に
は
、
知
里
の
現
実

の
不
健
康
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
対
し
、
Ｓ’
で
は
、
た
と
え
身
体
が
不
健

康
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
精
神
面
に
お
い
て
は
む
し
ろ
健
康
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
と
Ｓ’
は
「
身
体
の
不
健
康
」
が
テ
ー

マ
で
あ
る
。
Ｔ
と
Ｔ’
は
と
も
に
「
一
生
涯
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｔ
に
は
、
障

碍
物
を
取
り
去
れ
な
い
こ
と
が
一
生
涯
続
く
で
あ
ろ
う
こ
と
、
Ｔ’
に
は
、
健
康

を
取
り
去
ら
れ
た
状
態
が
一
生
涯
続
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ
と
Ｔ’
は
と
も
に
「
一
生
涯
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、テ
キ
ス
ト
④
は
、

Ｐ
と
Ｐ’
、
Ｑ
と
Ｑ’
、
Ｒ
と
Ｒ’
、
Ｓ
と
Ｓ’
、
Ｔ
と
Ｔ’
と
い
う
五
組
の
要
素
対
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
、
か
か
る
一
連
の
要
素
対
は
同
心
円
状
に
配
列
し

て
い
る
の
で
、
当
該
構
造
は
キ
ア
ス
ム
ス
で
あ
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
⑤

　

以
下
は
テ
キ
ス
ト
⑤
の
図
式
で
あ
る
。
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図
⑤Ｕ　

信
仰
の
あ
り
方
：
聖
書

　

Ｖ　

心
の
変
化
：
解
決
す
る

Ｕ’　

信
仰
の
あ
り
方
：
証
言

　

Ｖ’　

心
の
変
化
：
軽
く
な
る

Ｕ
で
は
、
聖
書
の
文
言
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
の
あ
り
方
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｕ’
で
は
、
お
つ
る
さ
ん
の
実
体
験
に
基
づ
く
証
言
に
よ
り

信
仰
の
あ
り
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
両
者
は
「
信
仰
の
あ
り
方
」
が

テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｖ
で
は
、
知
里
の
何
ら
か
の
内
心
の
問
題
が
解
決
に
導
か
れ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｖ’
で
は
、
知
里
は
、「
重
い
心
が
急
に

軽
く
な
っ
た
」
よ
う
な
気
が
す
る
と
述
べ
た
。
双
方
は
、「
心
の
変
化
」
が
テ
ー

マ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｕ
と
Ｕ’
、
Ｖ
と
Ｖ’
は
並
列
状
に
配
列
し
て
い
る
と
い
え

る
の
で
当
該
範
囲
は
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

◆
テ
キ
ス
ト
⑥

　

以
下
は
、
テ
キ
ス
ト
⑥
の
図
式
で
あ
る
。

図
⑥Ｗ　

他
者
へ
の
判
断
の
困
難
さ
：
聖
書

　

Ｘ　

自
己
評
価
：
偽
善
者

　

Ｘ’　

自
己
評
価
：
偽
善
者

Ｗ’　

他
者
へ
の
判
断
の
困
難
さ
：
赤
ち
ゃ
ん

Ｗ
で
は
、
他
者
へ
の
指
摘
の
前
に
自
己
の
視
点
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
味
の
聖
書
の
文
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
Ｗ’
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣

く
理
由
を
知
里
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
双
方
と
も
、「
他

者
へ
の
判
断
の
困
難
さ
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｘ
で
は
、
Ｗ
で
述
べ
た
偽
善
者

が
他
な
ら
ぬ
知
里
自
身
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｘ’
で
は
、「
偽
善
者

と
は
」
が
「
ほ
ん
と
う
に
」
に
置
換
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
上
、
Ｘ

の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
双
方
は
「
自
己
評
価
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｗ
と
Ｗ’
、

Ｘ
と
Ｘ’
は
同
心
円
状
に
配
列
し
て
い
る
の
で
、
テ
キ
ス
ト
⑥
は
キ
ア
ス
ム
ス
で

あ
る
。

　

以
上
の
、
テ
キ
ス
ト
①
～
⑥
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
次

表
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
次
表
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
種
類
（
項
目
：
テ
キ
ス

ト
）、
テ
キ
ス
ト
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
図
（
項
目
：
図
）、
各
テ
キ
ス
ト
が
い
く

つ
の
要
素
対
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
（
項
目
：
要
素
対
の
組
数
）、
構

造
が
何
に
類
別
で
き
る
か
（
項
目
：
種
別
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
　
　
　
　
図
　
　
　
要
素
対
の
組
数
　
　
　
　
構
造
の
種
別

①　
　
　
　
　
　
　

図
①-

Ａ　
　
　

３　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス

①　
　
　
　
　
　
　

図
①-

Ｂ　
　
　

４　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス

①　
　
　
　
　
　
　

図
①-

Ｃ　
　
　

２　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス

②　
　
　
　
　
　
　

図
②　
　
　
　
　

３　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス

③　
　
　
　
　
　
　

図
③　
　
　
　
　

３　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス
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④　
　
　
　
　
　
　

図
④
　
　
　
　

５　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス

⑤　
　
　
　
　
　
　

図
⑤
　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　

パ
ラ
レ
リ
ズ
ム

⑥　
　
　
　
　
　
　

図
⑥
　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　

キ
ア
ス
ム
ス

こ
の
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
①
、
②
、
③
、
④
、
⑥
は
キ
ア
ス
ム
ス
で
あ
り
、
テ

キ
ス
ト
⑤
は
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
た
が
い
、
本
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は

キ
ア
ス
ム
ス
が
み
と
め
ら
れ
や
す
い
こ
と
を
示
す
知
見
で
あ
る
と
い
え
る
。
大

喜
多
（2013c

）
が
示
し
た
三
日
分
の
日
記
が
キ
ア
ス
ム
ス
で
あ
る
こ
と
と
併

せ
、
本
稿
の
知
見
は
、
当
該
日
記
に
お
け
る
キ
ア
ス
ム
ス
の
使
用
の
頻
度
の
高

さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
は
、
ア
イ
ヌ
語
日
本
語
二
重
話
者
に

よ
る
、
筆
記
日
本
語
構
文
に
キ
ア
ス
ム
ス
が
表
出
す
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を

支
持
す
る
と
と
も
に
、
構
文
レ
ベ
ル
で
の
ア
イ
ヌ
の
心
性
に
基
づ
く
修
辞
構
造

の
浸
透
を
示
唆
す
る
知
見
で
あ
る
と
い
え
る
。

６
．
お
わ
り
に

　

本
稿
の
前
提
は
、
キ
ア
ス
ム
ス
の
出
現
が
、
ア
イ
ヌ
の
心
性
に
一
因
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
知
里
の
六
編
の
日
記
の
構
造
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
合
計
五
編
の
日
記
が
キ
ア
ス
ム
ス
構
造
で
あ
っ
た
。
知
里
は
ア
イ
ヌ

語
日
本
語
二
重
話
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
の
知
見
は
、
ア
イ
ヌ
語
日
本

語
二
重
話
者
の
日
本
語
筆
記
構
文
に
お
い
て
キ
ア
ス
ム
ス
の
使
用
の
蓋
然
性
の

高
さ
を
み
と
め
る
実
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
以
上
は
、
構
文
レ
ベ
ル
に
お
け
る
、

ア
イ
ヌ
の
心
性
に
基
づ
く
修
辞
構
造
の
浸
透
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
本
稿
で
は
、『
銀
の
し
ず
く
：
知
里
幸
恵
遺
稿
』
に
登
載
さ
れ
た
日
記

の
残
り
の
分
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
ま
た
、
知
里
の
日
本
語
筆
記
テ
キ

ス
ト
に
は
、
他
に
も
当
該
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
手
紙
も
あ
る
。
知
里
以
外
を
筆

者
と
す
る
テ
キ
ス
ト
を
含
め
、
筆
者
と
し
て
は
今
後
、
同
様
の
検
証
を
お
こ
な

う
つ
も
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
稿
で
は
一
編
の
日
記
に
お
い
て
は
、
キ
ア
ス
ム
ス
で
は
な
く
、

パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
か
か
る
パ
ラ

レ
リ
ズ
ム
は
、
キ
ア
ス
ム
ス
と
同
様
に
対
称
性
に
富
ん
だ
構
造
で
あ
る
。
こ
う

し
た
ア
イ
ヌ
語
話
者
の
構
文
に
お
け
る
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
の
出
現
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
ア
イ
ヌ
の
子
守
歌
の
構
造
に
お
い
て
も
み
と
め
ら
れ
た32★
。
か
か
る

パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
の
使
用
も
、
他
の
ア
イ
ヌ
語
日
本
語
二
重
話
者
の
日
本
語
筆
記

構
文
に
も
み
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
調
査
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
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★
1 
上
野
昌
之
「
ア
イ
ヌ
語
の
衰
退
と
復
興
に
関
す
る
一
考
察
」『
埼
玉
学
園
大

学
紀
要
（
人
間
学
部
篇
）』
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
、
二
二
四
頁
。

★
2 

小
野
米
一
「
ア
イ
ヌ
語
話
者
の
日
本
語
北
海
道
方
言
」『
学
芸
国
語
国
文
学
』

二
四
号
、
一
九
九
二
年
、
一
一
五
～
一
二
八
頁
。

★
3 

菅
泰
雄
「
ア
イ
ヌ
語
話
者
の
日
本
語
北
海
道
方
言
談
話
資
料
」『
北
海
学
園

大
学
人
文
論
集
』
二
号
、
一
九
九
四
年
、
四
五
～
八
五
頁
。

★
4 

丹
菊
逸
治
「
ア
イ
ヌ
語
沙
流
方
言
と
日
本
語
の
母
音
フ
ォ
ル
マ
ン
ト
の
比
較

レ
ポ
ー
ト
」『
千
葉
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』
二
巻
、一
九
九
九
年
、

一
三
二
～
一
三
六
頁
。

★
5 

都
築
埴
雅
「
ア
イ
ヌ
語
資
料
収
集
の
緊
急
性
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
必
要
性
に
つ
い
て
：
北
海
道
・
平
取
町
二
風
谷
で
学
ん
だ
こ
と
」『
図
書

館
雑
誌
』
八
二
巻
三
号
、
一
九
八
八
年
、
一
五
五
～
一
五
七
頁
。

★
6 

大
喜
多
紀
明
「
ア
イ
ヌ
口
承
テ
キ
ス
ト
に
確
認
さ
れ
る
２
種
類
の
修
辞
配
列

パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
資
料
」『
人
間
生
活
文
化
研
究
』
二
三
号
、
二
〇
一
三

年
、
七
七
～
九
六
頁
。

★
7 

大
喜
多
紀
明
「
ア
イ
ヌ
の
日
常
会
話
に
み
ら
れ
る
民
俗
的
修
辞
」『
比
較
民

俗
研
究
』
二
七
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
三
～
一
四
四
頁
。

★
8 

大
喜
多
紀
明
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
話
者
と
す
る
日
本
語
構
文
に
見
ら
れ
る
特
徴
」

『
ポ
リ
グ
ロ
シ
ア
』
二
三
巻
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
七
～
一
三
八
頁
。

★
9 

大
喜
多
紀
明
「
知
里
幸
惠
の
文
章
に
み
ら
れ
る
修
辞
技
法
：
ア
イ
ヌ
の
民
俗

的
修
辞
に
よ
る
影
響
」『
北
海
道
言
語
文
化
研
究
』
一
一
号
、
二
〇
一
三
年
、

九
九
～
一
一
二
頁
。

★
10 

大
喜
多
紀
明
「
ア
イ
ヌ
民
族
に
よ
る
日
本
語
筆
記
資
料
に
つ
い
て
の
考
察
：

知
里
幸
惠
の
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』「
序
」
を
題
材
と
し
て
」『
ポ
リ
グ
ロ
シ
ア
』

二
四
巻
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
〇
～
二
〇
〇
頁
。

★
11 

大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
話
者
と
す
る
日
本
語
構
文
に
見
ら
れ
る
特
徴
」、

一
三
七
～
一
三
八
頁
。

★
12 

西
成
彦
「
遺
さ
れ
た
手
紙
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
一
九
巻
三
号
、

二
〇
〇
八
年
、
八
八
頁
。

★
13 Brad M

cC
oy, C

hiasm
us: A

n Im
portant Structural D

evice C
om

m
only 

Found in Biblical Literature, Chafer Theological Sem
inary Journal,9, 2003, 

p. 18.

★
14 

渡
辺
秀
樹
「
英
詩
感
情
語
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
系
譜　

第
２
回　

シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
再
考
：
感
情
語
の
類
義
・
反
義
を
中

心
に
」『
言
語
文
化
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
二
〇
一
八
号
、二
〇
一
九
年
、

七
～
八
頁
。

★
15 

松
村
一
男
「
三
つ
の
構
造
：
キ
ア
ス
ム
ス
、プ
ロ
ッ
プ
、レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー

ス
」『
表
現
学
部
紀
要
』
二
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
、
九
一
～
九
三
頁
。

★
16 

大
林
太
良
「
異
郷
訪
問
譚
の
構
造
」『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
神
話
：
日
本
・
朝
鮮
・

琉
球
』
弘
文
堂
、
一
九
八
四
年
、
一
四
五
～
一
六
九
頁
。

★
17 

マ
セ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
『
古
事
記
神
話
の
構
造
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
。

★
18 

大
喜
多
紀
明
「
ア
イ
ヌ
口
承
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
裏
返
し
構
造
：
異
郷
訪

問
譚
に
よ
ら
な
い
事
例
」『
北
海
道
言
語
文
化
研
究
』
一
四
号
、二
〇
一
六
年
、

四
五
～
七
二
頁
。

★
19 
吉
川
千
穂
「
ユ
ダ
ヤ
的
メ
ト
ニ
ミ
ー
の
実
践
分
析
：
ネ
リ
ー
・
ザ
ッ
ク
ス
の

詩
の
原
理
」『
独
語
独
文
学
研
究
年
報
』
三
五
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
頁
。

★
20 

大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
の
日
常
会
話
に
み
ら
れ
る
民
俗
的
修
辞
」、
一
三
三
～

一
四
四
頁
。
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★
21
こ
の
「
鳩
沢
ふ
じ
の
」
は
「
鳩
沢
ワ
テ
ケ
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
ふ
じ
の
」
の
ア
イ
ヌ
名
が
「
ワ
テ
ケ
」
で
あ
る
。

★
22
大
喜
多
紀
明「
ア
イ
ヌ
の
挨
拶
表
現
と
民
俗
的
修
辞
構
造
」『
ポ
リ
グ
ロ
シ
ア
』

二
二
巻
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
七
～
一
六
五
頁
。

★
23
大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
の
日
常
会
話
に
み
ら
れ
る
民
俗
的
修
辞
」、
一
三
三
～

一
四
四
頁
。

★
24
大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
の
挨
拶
表
現
と
民
俗
的
修
辞
構
造
」、一
五
七
～
一
六
五
頁
。

★
25
大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
の
日
常
会
話
に
み
ら
れ
る
民
俗
的
修
辞
」、
一
三
三
～

一
四
四
頁
。

★
26
田
村
す
ず
子
「
ワ
テ
ケ
さ
ん
と
サ
ダ
モ
さ
ん
：
沙
流
方
言
会
話
・
単
語
：
会

話
１
（
１
）
話
」『
ア
イ
ヌ
語
音
声
資
料
』
一
巻
、
一
九
八
四
年
、
一
二
～

一
七
頁
。

★
27
大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
の
日
常
会
話
に
み
ら
れ
る
民
俗
的
修
辞
」、
一
四
二
頁
。

★
28
ア
イ
ヌ
語
の
読
み
を
ロ
ー
マ
字
で
記
載
し
た
筆
記
テ
キ
ス
ト
は
存
在
す
る
。

★
29
同
前
、
一
四
二
～
一
四
三
頁
。

★
30
大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
話
者
と
す
る
日
本
語
構
文
に
見
ら
れ
る
特
徴
」、

一
二
八
～
一
三
一
頁
。

★
31
同
前
、
一
三
一
～
一
三
七
頁
。

★
32
大
喜
多
「
ア
イ
ヌ
民
族
に
よ
る
日
本
語
筆
記
資
料
に
つ
い
て
の
考
察
：
知
里

幸
惠
の
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』「
序
」
を
題
材
と
し
て
」、
一
九
〇
～
二
〇
〇
頁
。

★
33
大
喜
多
「
知
里
幸
惠
の
文
章
に
み
ら
れ
る
修
辞
技
法
：
ア
イ
ヌ
の
民
俗
的
修

辞
に
よ
る
影
響
」、
九
九
～
一
一
二
頁
。

★
34
本
稿
で
は
口
承
文
芸
を
日
本
語
で
表
記
し
た
テ
キ
ス
ト
は
検
証
の
対
象
で
は

な
い
。

★
35
同
前
。

★
36
知
里
幸
惠
『
銀
の
し
ず
く
：
知
里
幸
恵
遺
稿
』
草
風
館
、
一
九
九
六
年
。

★
37
こ
の
日
記
は
、
も
と
も
と
は
知
里
が
私
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

★
38
大
喜
多
「
知
里
幸
惠
の
文
章
に
み
ら
れ
る
修
辞
技
法
：
ア
イ
ヌ
の
民
俗
的
修

辞
に
よ
る
影
響
」、
九
九
～
一
一
二
頁
。

★
39
本
稿
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
テ
キ
ス
ト
①
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

★
40
本
稿
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
テ
キ
ス
ト
②
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

★
41
本
稿
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
テ
キ
ス
ト
③
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

★
42
本
稿
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
テ
キ
ス
ト
④
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

★
43
本
稿
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
テ
キ
ス
ト
⑤
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

★
44
本
稿
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
テ
キ
ス
ト
⑥
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

★
45
知
里
『
銀
の
し
ず
く
：
知
里
幸
恵
遺
稿
』。

★
46
大
喜
多
紀
明
「
ア
イ
ヌ
の
子
守
歌
（
イ
ヨ
ン
ル
イ
カ
）
に
つ
い
て
の
考
察
：

心
性
が
継
承
さ
れ
る
直
接
的
な
プ
ロ
セ
ス
」『
京
都
民
俗
』、
三
〇
／
三
一
号
、

二
〇
一
三
年
、
一
四
三
～
一
五
八
頁
。

お
お
ぎ
た
・
の
り
あ
き
︵
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
︶


